
 

４（１）今後の取り組み

 

短期計画 中期計画 長期計画

○上馬地区区民防災

会議

町会・消防団等と連携しながら、地区の防災リーダーとな

る

駒

澤

大

学

と
の
連

携

マ
ン
シ
ョ
ン
と
の
連

携

○「安否確認カード」 作成・配布・周知

○避難所の周知

・「安否確認カード」裏面活用によ

る周知

・各団体の広報物等でも周知にご

協力いただく

・病院、診療所待合室への掲示等

協力者を増やす

避難所を知らない人

がいない地区を目指

す

○人材発掘
外国語、医療、マッサージ、カウン

セラー等の把握

顔合わせ、訓練参加

への促し

○防災訓練参加者の

拡大

地区住民は、２年に 回以上防災

訓練に参加する

○災害時のペット 検討する 訓練内容に入れる

○避難所運営委員の

育成

役員退任後も継続的に避難

所運営にかかわる方策検討

○消防団との連携 上馬地区区民防災会議との合同

会議開催

○町会役員だけでな

く、避難所運営委員と

して活動できる人材

の発掘と育成

○自助の促し
各団体主催の行事で防災の啓発

（自助の促し）発信をする
○在宅避難のすすめ

○広報の充実
・広報板、町会掲示板に防災情報

を途切れず掲示する

・まちづくりセンターＨＰでの継続

的発信

第３回上馬地区防災塾

事前アンケート集計結果

平成２８年１０月
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このアンケートは、１０月１日から１０月３１日の１ヶ月間、町会関係者や

小・中学校ＰＴＡ、町会イベントの参加者の方のご協力を得て集計したものです。

（在住の方 １３４名）

代

代 代

代 代

代

代 未回答

回答者年代比

している

していない

未回答

町会に加入していますか

 
 

男 女 未回答

■ 回答者男女比 ■

 

アンケートへのご協力 

ありがとうございました 

 

（単位：名） 

（単位：名） 

上馬－19



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

知って

いる間違い

知ら

ない

行く

行か

ない

◇避難所（指定避難所） ―区立小・中学校等

自宅での居住が困難となった被災者が一時的に避難生活をおこなう場所。

区立小中学校は、すべて避難所に指定されており、一時（いっとき）集合所でもあります。

◇一時（いっとき）集合所 ―最寄の公園、広場、小・中学校

災害により自宅等が危険になったとき、危険回避のために一時的に集合し様子をみる、または

避難のために一時的に集合する場所。町会・自治会が指定した公園や学校。

◇広域避難場所 ―駒沢公園、昭和女子大学等

地震に伴い発生する延焼火災による炎や熱から逃れ、鎮火するまで一時的に避難するための場所。

大規模な公園や大学が主に指定されています。

【上馬地区周辺の避難所 ＝ 区立小・中学校】

駒沢小学校・駒沢中学校・旭小学校・三軒茶屋小学校

中里小学校・深沢小学校・駒沢中学校・弦巻中学校

【「知っている」と答えた方のうち、

間違いが多かったもの】

・上馬公園 ・・・・ 一時（いっとき）集合所

・駒沢公園 ・・・・広域避難場所

・昭和女子大学・・・広域避難場所

（問１）避難所がどこか知っていますか

（問２）自宅に火災・倒壊の恐れがなくても、避難所にいきますか

【「行く」と答えた方の主な理由】

・情報収集

・食糧や水が欲しい

・避難所に集合すると家族で決めている

・自宅の水や電気が止まれば行く

・近隣の火災や倒壊が怖い

・人が集まっている場所の方が安心

【「行かない」と答えた方の主な理由】

・自宅に備蓄品やトイレを備えてある

・居心地が悪そう

・自宅の方が安心

・ペットを飼っている

・子どもが小さい

 

違いを知って正しい避難を
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（３）避難所で生活することになった時、心配・不安なこと（複数回答可）

（単位：名） 
施設・備蓄面

生活面

人間関係

子どもが

騒ぐ

睡眠

子どもの

精神面
その他

トイレ

食事

プライバ

シー

生活ス

ペースの

確保

衛生

ペット

犯罪

要援護者が

避難所に対

応できるか

その他
【その他の回答】

・衣類

・寒さ

・お風呂

・スムーズな運営

・体育館の倒壊

【その他の回答】

・自宅の倒壊

・アレルギー

・不在の自宅
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（問４）避難所であなたができそうなことはありますか（複数回答可）（単位：名）

 

（問５ １）「要援護者」とはどういった人を指すと思いますか（複数回答可） 

【多かった回答】 高齢者 ・障害者 ・ 人暮らし ・子ども

（問５ ２）自宅の近所に援護が必要な人がいますか

・いる ９０名

・いない ３名

・知らない ４名

避難所

運営

支援

子ども

の相手

外国語

マッサー

ジ その他

『災害時要援護者』とは･･･

避難行動に支障のある方・自ら救出を求めるのが困難な方・危険な状況の認識が困難な方 等

地域には高齢者や障害者だけでなく、様々な事情で

自助が困難な方々が暮らしています。

災害時要援護者を地域の助け合いにより支援する

しくみが必要です。

外国人

 

障害者

 

要介護高齢者

 難病患者

 

乳幼児

 

妊産婦

 

災害時要援護者として考えられる対象者

【その他の回答】

掃除・片付け・食事の手伝い・雑用
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（問６）町会等の活動や地域の行事を知っていますか（複数回答可） （単位：名）

■知っている ■参加したことがある

◆上馬地区には町会活動や地域のイベントがたくさん！

地域の皆さんが顔を合わせるこのような機会を捉えて、防災の啓発ができるといいですね。

◆地区で開催されているイベントに行ってみましょう♪

この町に住んでいる人同士が顔見知りになることが「共助」の第一歩です。

 

～１０月２９日上馬東町会主催イベントで世田谷消防署が聞きました！～

回答頂いた大人の皆さんのうち、訓練経験者は１７名に対して未経験者は２９名、１５倍以上

の方が「行ったことのない」方々でした。

また子どもにも聞いたところ、経験者１９名に対して未経験者は４５名と、こちらは２倍以上。

非常時に備えた日頃の活動こそ大切なものです。

ご近所で声を掛け合って一緒に防災・減災に取り組みましょう。

98 
88 

68 

37 

57 62 

35 
43 41 

32 

14 

34 
19 19 

60 

42 
29 

43 48 43 

28 
18 14 18 14 15 

終わりに．．． 「防災訓練へ行ったことがありますか？？」
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